
一
九

賈
島
「
棹
穿
波
底
月
、
船
壓
水
中
天
」
の
生
成
と
流
伝
に
つ
い
て

長　

谷　

部　

剛

一

　

紀
貫
之
（
八
六
六
？
～
九
四
五
？
）『
土
佐
日
記
』
の
一
月
十
七
日
の
條
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

十
七
日
、
曇
れ
る
雲
な
く
な
り
て
曉
月
夜
い
と
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
船
を
出
し
て
漕
ぎ
行
く
。
こ
の
間
に
雲
の
上
も
海
の
底
も
同

じ
ご
と
く
に
な
む
あ
り
け
る
。
む
べ
も
昔
の
男
は
「
棹さ

を

は
穿う

が

つ
波
の
上う

へ

の
月
を
、
船
は
圧お

そ

ふ
海
の
中う

ち

の
空
を
」
と
は
言
ひ
け
む
。
聞

き
戯
れ
に
聞
け
る
な
り
。（
以
下
省
略（

（
（

）

　

承
平
四
年
（
九
三
四
）
十
二
月
、
土
佐
国
府
を
出
発
し
た
紀
貫
之
一
行
は
、
翌
五
年
の
一
月
十
二
日
に
室
津
に
着
く
。
右
に
引
用
し
た

十
七
日
の
條
は
そ
の
室
津
を
出
発
す
る
際
の
も
の
で
、
室
津
沖
で
は
雲
の
上
も
海
の
底
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
月
が
輝
く
さ
ま
を
見

て
、
日
記
の
作
者
は
聞
き
か
じ
り
に
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
「
棹
は
穿
つ
波
の
上
の
月
を
、
船
は
圧
ふ
海
の
中
の
空
を
」
と
い
う
漢
詩
の
一



二
〇

聯
を
詠
じ
る
。

　

こ
の
漢
詩
一
聯
は
、
い
っ
た
い
誰
の
、
何
と
い
う
詩
か
ら
出
た
も
の
な
の
か
―
管
見
の
限
り
で
は
、
岸
本
由
豆
流
（
一
七
九
一
～
一

八
四
六
）『
土
佐
日
記
考
證（

（
（

』（
文
化
十
二
年
〔
一
八
一
五
〕）
巻
下
が
、
賈
島
の
「
棹
穿
波
上
月
、
舟
襲
海
中
天
」
と
指
摘
し
た
の
が
最
も

早
い
。

　

こ
（
引
用
者
注
「
昔
の
男
」）
は
、
賈
島
を
、
さ
せ
る
な
る
べ
し
。
例
の
、
お
ぼ
め
か
し
て
、
名
を
ば
か
か
で
、
む
か
し
の
を
の
こ

と
は
い
へ
り
。

　

こ
の
句
（
引
用
者
注
「
棹
は
穿
つ
波
の
上
の
月
を
、
船
は
圧
ふ
海
の
中
の
空
を
」）
を
、
原
本
、
文
字
に
て
、
棹
穿
波
上
月
、
舟
襲

海
中
天
と
、
か
き
た
れ
ど
、
今
は
諸
本
に
よ
り
て
、
假
名
に
あ
ら
た
む
。
さ
て
、
こ
の
聯
句
は
「
漁
隱
叢
話
」
に
出
た
れ
ど
、
文
字
、

い
さ
さ
か
、
か
は
れ
り
。

　

岸
本
由
豆
流
『
土
佐
日
記
考
證
』
は
、『
土
佐
日
記
』
の
「
原
本
」
に
は
「
棹
穿
波
上
月
、
舟
襲
海
中
天
」
と
書
い
て
あ
る
と
言
う
が
、

現
在
、
そ
の
よ
う
な
「
原
本
」
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。『
土
佐
日
記
』
の
伝
本
と
し
て
は
、
①
定
家
自
筆
本
（
前
田
家
尊

経
閣
文
庫
蔵（

（
（

）、
②
青
谿
書
屋
本（

（
（

、
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
一
聯
を
、
①
は
「
さ
を
は
う
か
へ
な
み
の
う
へ
の
月
を
ふ
ね
は
を
そ
ふ
う
み
の

う
ち
の
そ
ら
を
」
と
筆
写
し
、
②
は
「
さ
を
は
う
か
つ
な
み
の
う
へ
の
つ
き
を
ふ
ね
は
お
そ
ふ
う
み
の
う
ち
の
そ
ら
を
」
と
筆
写
し
て
い

る
。

　
『
考
證
』
が
「
文
字
、
い
さ
さ
か
、
か
は
れ
り
」
と
言
う
よ
う
に
、〔
宋
〕
胡
仔
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
が
引
用
す
る
賈
島
（
七
七
九
～
八



二
一

四
三（

（
（

）
の
詩
の
テ
キ
ス
ト
は
、『
土
佐
日
記
』
の
「
棹
は
穿
つ
波
の
上
の
月
を
、
船
は
圧
ふ
海
の
中
の
空
を
」
と
は
一
致
し
な
い
。

『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
卷
十
九
「
孟
東
野
賈
浪
仙
」

　
『
今
是
堂
手
錄
』
云
、
高
麗
使
過
海
有
詩
云
、「
水
鳥
浮
還
沒
、
山
雲
斷
復
連
」。
時
賈
島
詐
爲
梢
人
、
聯
下
句
云
、「
棹
穿
波
底
月
、

船
壓
水
中
天
」。
麗
使
嘉
歎
久
之
、
自
此
不
復
言
詩（

（
（

。

　
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
は
『
今
是
堂
手
錄
』
の
記
述
を
引
用
す
る
。
―
高
麗
の
使
者
が
海
を
渡
っ
て
来
て
詩
を
作
っ
た
。
そ
れ
は
「
水
鳥

は
浮
か
び
還ま

た
沒
し
、
山
雲
は
斷
え
て
復
た
連
な
る
」
と
い
う
一
聯
で
あ
っ
た
。
賈
島
が
木
こ
り
に
姿
を
や
つ
し
て
一
聯
を
続
け
た
。
そ

れ
は
「
棹
は
穿
つ 

波
の
底
の
月
を
、
船
は
壓お

そ

（
圧
）
ふ 

水
中
の
天
を
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
高
麗
の
使
者
は
感
歎
す
る
こ
と
久
し

く
、
そ
れ
以
降
、
詩
に
つ
い
て
口
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
説
話
は
、〔
宋
〕
魏
慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
巻
十
五
「
孟
東
野
賈
浪
仙
」
に
も
引
用
さ
れ
る
の
で
、『
土
佐
日
記
』
の
現
代
の
訳
注

（
新
・
日
本
古
典
文
学
大
系
〔
岩
波
書
店
〕、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
〔
小
学
館
〕）、
新
潮
日
本
古
典
集
成
〔
新
潮
社
〕
な
ど
）
は
す
べ

て
『
詩
人
玉
屑
』
を
出
典
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
話
は
も
と
は
『
今
是
堂
手
錄
』
に
筆
録
さ
れ
る
も
の
で
、
ま
た
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』

の
方
が
『
詩
人
玉
屑
』
よ
り
も
成
書
年
代
は
早
い
の
で
、『
土
佐
日
記
』
の
漢
詩
「
棹
は
穿
つ
波
の
上
の
月
を
、
船
は
圧
ふ
海
の
中
の
空

を
」
が
右
の
賈
島
の
一
聯
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
を
出
典
す
る
と
方
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
な
お
、『
今
是
堂
手
錄
』

が
い
っ
た
い
如
何
な
る
書
で
あ
っ
た
の
か
は
未
詳
。

　

こ
の
高
麗
使
と
賈
島
と
の
詩
の
応
酬
は
「
過
海
聯
句
」
と
し
て
、〔
清
〕『
全
唐
詩
』
巻
七
九
一
に
収
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
苕



二
二

溪
漁
隱
叢
話
』
所
引
『
今
是
堂
手
錄
』
の
「
棹
穿
波
底
月
、
船
壓
水
中
天
」
は
、
実
際
に
は
賈
島
が
作
っ
た
詩
句
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
説
話
自
体
が
後
世
の
人
が
創
作
し
た
も
の
で
、
実
話
で
な
い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
〔
明
〕
胡
震
亨
『
唐
音

統
籤
』
丁
籤
が
こ
の
説
話
は
偽
託
さ
れ
た
も
の
と
断
じ
て
い
る（

（
（

。
さ
ら
に
、
陳
尚
君
「
從
長
沙
窯
瓷
器
題
詩
看
唐
詩
在
唐
代
下
層
社
會
的

流
行（

（
（

」
は
、『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
に
は
『
今
是
堂
手
錄
』
か
ら
三
條
の
詩
話
が
引
用
さ
れ
、
高
麗
使
・
賈
島
「
過
海
聯
句
」
説
話
以
外
の
二

條
が
北
宋
時
期
の
説
話
で
あ
る
こ
と
（
＝
賈
島
が
在
世
し
た
唐
代
で
は
な
い
こ
と
）、
ま
た
賈
島
の
説
話
の
内
容
が
荒
唐
無
稽
で
あ
る
こ
と

―
の
二
点
か
ら
、
こ
の
「
過
海
聯
句
」
説
話
は
後
世
の
人
に
よ
っ
て
偽
託
さ
れ
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「『
土
佐
日
記
』
が
引
用
す
る
漢
詩
は
賈
島
が
作
っ
た
（
と
偽
託
さ
れ
る
）
詩
句
で
あ
る
」
と
同
定
す
る
際
の
障
碍
と
な
る
の

が
、
両
者
間
の
文
字
の
異
同
で
あ
る
。

『
今
是
堂
手
錄
』
所
引
賈
島
句

棹
穿
波
底0

月

船
壓
水0

中
天

『
土
佐
日
記
』「
昔
の
男
の
よ
め
る
」

棹
穿
波
上0

月

船
壓
海0

中
天

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
萩
谷
朴
『
土
佐
日
記
全
注
釈（

（
（

』
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

○
さ
を
は
う
が
つ
の（

マ
マ
）の
詩　
（
前
文
省
略
）
貫
之
の
引
い
た
の
は
、
こ
の
賈
島
の
詩
句
で
あ
る
。
底
を
ウ
ヘ
と
よ
む
こ
と
と
、
水
を
ウ

ミ
と
よ
む
こ
と
だ
け
が
違
っ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
年
少
読
者
に
納
得
が
行
き
や
す
い
よ
う
に
言
い
換
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

月
の
映
る
の
は
た
し
か
に
水
面
で
あ
っ
て
海
底
で
は
な
い
し
、
棹
が
月
影
を
串
刺
し
に
す
る
の
こ
と
も
、
水
面
で
あ
っ
て
始
め
て
適

切
な
表
現
と
な
り
、「
み
づ
」
と
い
う
よ
り
「
う
み
」
と
言
っ
た
方
が
、
そ
の
場
に
よ
り
よ
く
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
小
西
『
評



二
三

解
』（
引
用
者
注
、
小
西
甚
一
『
土
佐
日
記
評
解
』、
一
九
五
一
年
）
は
、
底
を
ウ
ヘ
、
水
を
ウ
ミ
と
よ
む
の
が
当
時
の
訓
み
な
ら
わ

し
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
が
、
そ
の
例
を
知
ら
ぬ
。（
以
下
省
略
）

萩
谷
『
全
注
釈
』
は
、
貫
之
が
賈
島
詩
の
「
底
」
を
「
ウ
ヘ
」、「
水
」
を
「
ウ
ミ
」
に
言
い
換
え
た
と
主
張
す
る
。
筆
者
は
、
後
者
「
水
」

→
「
ウ
ミ
」
に
つ
い
て
異
論
は
な
い
。
そ
の
一
方
、
後
者
「
底
」
→
「
ウ
ヘ
」
に
つ
い
て
は
、
貫
之
の
目
に
し
た
漢
詩
の
テ
キ
ス
ト
が
も

と
も
と
「
棹
穿
波
上0

月
」
に
作
っ
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
貫
之
の
言
い
換
え
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
漢
詩
の
テ
キ
ス
ト

は
賈
島
の
作
（
と
偽
託
さ
れ
る
も
の
）
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
。
次
節
（
二
）
で
は
そ
の
根
拠
を
示
し
た
い
。

二

　

一
九
五
七
年
、
中
国
湖
南
省
文
物
管
理
委
員
会
お
よ
び
湖
南
省
博
物
館
は
、
長
沙
望
城
県
銅
官
鎮
か
ら
石
渚
湖
に
か
け
て
存
在
す
る
唐

代
の
窯
跡
（「
長
沙
窯
」）
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
た
。
一
九
七
四
年
と
一
九
七
八
年
に
は
、
比
較
的
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

二
千
件
近
い
器
物
が
発
掘
さ
れ
た
。
発
掘
物
に
基
づ
い
て
、
窯
跡
の
分
布
や
特
徴
、
出
土
文
物
や
器
物
の
時
代
区
分
、
器
物
の
文
様
や
装

飾
お
よ
び
墨
書
な
ど
に
つ
い
て
研
究
が
進
め
ら
れ
、
一
九
八
〇
年
の
発
掘
調
査
ま
で
に
、
出
土
器
物
に
は
墨
書
や
題
詩
二
十
三
首
お
よ
び

多
少
の
諺
語
俗
語
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
出
土
器
物
の
形
体
的
特
徴
や
書
写
さ
れ
た
文
字
の
分
析
か
ら
、
出
土
し
た
器
物

は
、
①
唐
初
（
七
世
紀
）
か
ら
元
和
年
間
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
ま
で
の
第
一
期
、
②
元
和
年
間
か
ら
大
中
年
間
（
八
四
七
～
八
六
〇
）

ま
で
の
第
二
期
、
③
大
中
年
間
以
降
の
第
三
期
、
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。

　

そ
の
後
も
長
沙
窯
か
ら
は
多
数
の
磁
器
が
出
土
し
た
。
特
に
、
一
九
八
三
年
に
湖
南
省
博
物
館
と
長
沙
市
文
物
工
作
隊
は
長
沙
窯
聯
合



二
四

発
掘
小
組
を
組
織
し
大
規
模
調
査
を
行
っ
た
。
一
九
八
三
年
の
出
土
物
の
な
か
で
、
詩
や
文
字
が
題
さ
れ
て
い
る
も
の
、
款
識
の
あ
る
も

の
は
二
四
八
件
に
上
っ
た
。
こ
の
な
か
に
は
「
海
鳥
浮
還
没
」
か
ら
始
ま
る
五
言
絶
句
が
書
写
さ
れ
て
い
る
磁
器
二
件
が
あ
り
、
長
沙
窯

課
題
組
（
編
）『
長
沙
窯（

（1
（

』
に
は
圖
四
三
八
お
よ
び
圖
版
一
九
二
「
釉
下
褐
彩
『
海
鳥
浮
還
没
』
詩
文
壺
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

海
鳥
浮
還
没　

海
鳥
は
浮
か
び
還
た
没
し

山
雲
斷
更
連　

山
雲
は
斷
え
て
更
に
連
な
る

掉
穿
波
上
月　

掉
（
棹
）
は
穿
つ　

波
の
上
の
月
を

舡
壓
水
中
天　

舡ふ
ね

は
壓
ふ　

水
中
の
天
を

『
長
沙
窯
』
に
よ
る
と
、
こ
の
詩
文
壺
が
発
見
さ
れ
た
地
層
（
藍
岸
嘴
Ｔ
3
（
三
）
層
）
か
ら
は
、「
大
中
」
の
文
字
が
あ
る
碾
槽
残
器
も

出
土
し
て
お
り
、
こ
の
地
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
器
物
は
大
中
年
間
（
八
四
七
～
八
六
〇
）
前
後
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
中

年
間
は
賈
島
の
死
の
直
後
で
あ
り
、『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
所
引
『
今
是
堂
手
錄
』
が
記
録
す
る
よ
う
に
、
高
麗
使
が
「
海
鳥
無
還
没
」
の
一

聯
を
作
り
、
そ
れ
に
続
け
て
賈
島
が
「
掉
穿
波
上
月
」
の
一
聯
を
作
っ
て
応
じ
た
と
い
う
故
事
が
仮
に
事
実
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
極
め

て
短
期
間
に
広
大
な
中
国
全
土
に
伝
播
し
て
、
賈
島
の
死
直
後
に
は
長
沙
の
地
で
磁
器
に
書
き
付
け
ら
れ
た
、
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
の
例
だ
け
を
見
て
も
、
高
麗
使
・
賈
島
「
過
海
聯
句
」
説
話
は
後
世
の
人
の
偽
託
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
方
、
同
じ
地
層
か
ら
、「
釉
下
褐
彩
『
二
月
春
豊
酒
』
詩
文
壺
」（『
長
沙
窯
』
図
版
一
九
四
）
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は

「
紅
泥
小
火
泥
」
と
「
能
飲
一
杯
無
」
の
二
句
が
あ
り
、
白
居
易
「
問
劉
十
九
」
詩
の
な
か
の
詩
句（

（1
（

を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
白
居
易
と
賈
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島
と
は
全
く
の
同
時
代
人
で
あ
り
、「
釉
下
褐
彩
『
二
月
春
豊
酒
』
詩
文
壺
」
が
大
中
年
間
前
後
の
出
土
器
物
が
発
見
さ
れ
た
地
層
か
ら
見

つ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
白
居
易
の
詩
が
極
め
て
早
期
に
、
そ
し
て
広
範
囲
に
伝
播
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。「
釉
下
褐
彩

『
海
鳥
浮
還
没
』
詩
文
壺
」
が
同
じ
地
層
か
ら
発
見
さ
れ
て
お
り
、
賈
島
の
詩
も
白
居
易
の
そ
れ
と
同
じ
伝
播
形
態
を
取
っ
て
い
た
と
仮
定

す
れ
ば
、「
海
鳥
浮
還
没
」
詩
も
高
麗
使
・
賈
島
「
過
海
聯
句
」
そ
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
白
居
易
と
賈

島
で
は
、
在
世
期
の
評
価
と
伝
播
の
速
度
や
範
囲
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
両
者
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
や
は
り
長
沙
窯
「
海

鳥
浮
還
没
」
詩
は
「
過
海
聯
句
」
で
は
な
い
。
賈
島
詩
の
伝
播
に
つ
い
て
は
、
次
節
（
三
）
で
論
じ
る
。

　

長
沙
市
博
物
館
は
一
九
八
三
年
出
土
品
二
件
と
は
別
に
一
件
の
「
海
鳥
浮
還
没
」
詩
文
壺
を
収
蔵
し
て
お
り
、
そ
れ
に
も
「
海
鳥
浮
還

没
」
か
ら
始
ま
る
五
言
絶
句
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
長
沙
窯
課
題
組
『
長
沙
窯
』
に
は
圖
四
六
一
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

右
の
圖
四
三
八
・
圖
版
一
九
二
と
は
右
と
文
字
を
少
し
く
異
に
す
る
。

海
鳥
浮
還
没　

海
鳥
は
浮
か
び
還
た
没
し

山
雲
斷
便0

連　

山
雲
は
斷
え
て
便す

な
はち

連
な
る

掉
川0

波
裏0

月　

掉
（
棹
）
は
川
（
穿
）
つ　

波
の
裏う

ち

の
月
を

舡
壓
水
中
天　

舡
は
壓
ふ　

水
中
の
天
を

　

模
圖
四
六
一
の
文
字
で
注
目
す
べ
き
は
第
三
句
の
「
川
」
と
「
裏
」
で
あ
る
。
ま
ず
「
川
」
は
、『
廣
韻
』
で
は
下
平
聲
二
仙
韻
、
反
切

は
「
昌
緣
」
で
あ
り
、「
穿
」
と
全
く
同
音
で
あ
る（

（1
（

。
従
っ
て
、
窯
工
が
「
穿
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
、
誤
っ
て
同
音
の
「
川
」
と
筆
写
し
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た
可
能
性
が
高
い
。
恐
ら
く
、
窯
工
は
模
圖
四
六
一
の
磁
器
を
制
作
す
る
際
、
こ
の
五
絶
の
手
本
を
見
る
こ
と
な
く
暗
唱
し
て
い
る
ま
ま

に
詩
本
文
を
書
き
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
「
裏
」
で
あ
る
が
、『
廣
韻
』
で
は
上
聲
六
止
に
属
し
反
切
は
「
良
士
」。
い
っ
ぽ
う
、「
底
」

は
上
聲
十
一
薺
で
反
切
は
「
都
禮
」
で
あ
る
か
ら
、「
裏
」
と
「
底
」
は
全
く
の
同
音
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
波
裏
」
の
「
裏
」

も
「
波
底
」
の
「
底
」
も
と
も
に
方
位
詞
（
名
詞
の
後
に
置
か
れ
方
向
や
位
置
を
表
す
語
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
近
代
漢
語
で
は
結
構
助

詞
「
的
・
底
」
の
代
わ
り
に
「
裏
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る（

（1
（

の
で
、「
裏
」
と
「
底
」
は
互
用
す
る
場
合
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

　

唐
代
の
長
沙
窯
に
三
例
見
ら
れ
る
「
海
鳥
浮
還
没
」
詩
は
、
敦
煌
文
献
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。P.2662

「
吉
凶
書
儀
」
に
は
、「
吉

凶
書
儀
」
の
あ
と
に
、
同
書
と
は
関
連
の
な
い
詩
歌
が
筆
写
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
第
四
首
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

海
鳥
無
還
没
山
云
收
（
以
下
文
字
無
し
）

「
無
」
は
「
浮
」
が
誤
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
は
じ
め
の
五
字
は
「
海
鳥
浮
還
没
」
と
釈
読
で
き
る
。「
山
云
收
」
の
「
云
」

は
「
雲
」
の
異
体
字
。
徐
俊
「
唐
五
代
長
沙
窯
瓷
器
題
詩
校
證
─
以
敦
煌
吐
魯
番
寫
本
詩
歌
參
校（

（1
（

」
は
、「
云
」
と
「
收
」
の
間
に
二
字

の
欠
字
が
あ
り
、
本
来
は
「
山
云
□
□
收
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
のP.2662

「
吉
凶
書
儀
」
に
は
「
大
中
十
三
年
」

（
八
五
九
年
）
と
の
筆
写
年
代
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、「
海
鳥
無
還
没
」
詩
も
同
時
期
の
筆
写
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
賈
島
の
死
か
ら
数

え
て
十
六
年
後
に
あ
た
る
。
長
沙
窯
「
釉
下
褐
彩
『
海
鳥
浮
還
没
』
詩
文
壺
」
の
例
と
同
じ
く
、
高
麗
使
が
「
海
鳥
無
還
没
」
の
一
聯
を

作
っ
た
こ
と
が
仮
に
事
実
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
極
め
て
短
時
間
で
西
北
の
辺
境
の
地
、
敦
煌
に
伝
来
し
、
大
中
十
三
年
ご
ろ
に
筆
写
さ
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れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
「
海
鳥
浮
還
没
」
詩
は
、
唐
代
の
長
沙
窯
で
制
作
さ
れ
た
磁
器
に
三
例
見
ら
れ
、
大
中
十
三
年
に
敦
煌
で
筆
写
さ
れ
た
「
吉
凶
書
儀
」

（P.2662
）
に
そ
の
残
句
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
唐
代
、
民
間
で
流
行
し
て
い
た
詩
句
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
作
者
に
つ
い

て
は
も
は
や
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
詩
後
半
の
二
句
は
賈
島
の
作
で
は
あ
り
得
な
い
。「
海
鳥
浮
還
没
」
詩
は
唐
代
、
広
範
に
流
行
し
た

ゆ
え
に
、
口
誦
・
伝
写
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
複
数
の
異
文
が
生
じ
た
。『
長
沙
窯
』
圖
四
三
八
お
よ
び
圖
版
一
九
二
に
は
「
掉
穿

波
上
月
、
舡
壓
水
中
天
」
と
あ
り
、
こ
の
「
波
上
」
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
日
本
に
伝
来
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
『
土
佐
日
記
』
の
「
棹

は
穿
つ
波
の
上
の
月
を
、
船
は
圧
ふ
海
の
中
の
空
を
」
が
生
ま
れ
、『
長
沙
窯
』
模
圖
四
六
一
に
は
「
掉
川
波
裏
月
、
舡
壓
水
中
天
」
と
あ

り
、
こ
の
「
波
裏
」
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
、
高
麗
使
・
賈
島
「
過
海
聯
句
」
説
話
が
作
ら
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
土
佐
日
記
』
の
、
江
戸
期
国
学
者
に
よ
る
注
も
、
二
十
世
紀
の
国
文
学
者
に
よ
る
注
も
、
一
月
十
七
日
の
條
に
詠
じ
ら
れ
る
漢
詩
が
高

麗
使
・
賈
島
「
過
海
聯
句
」
を
出
所
と
し
、「
昔
の
男
」
を
賈
島
と
見
做
す
。
そ
し
て
、
小
西
『
評
解
』・
萩
谷
『
全
注
釈
』
は
、「
過
海
聯

句
」
に
「
棹
穿
波
底
月
」
と
あ
り
、『
土
佐
日
記
』
で
は
「
底
」
が
「
ウ
ヘ
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八
三
年
に
出
土
し
た
長
沙
窯
の
磁
器
に
「
棹
穿
波
上
月
」
と
書
写
さ
れ
て
い
る
以
上
、「
底
」
→
「
ウ
ヘ
」

に
つ
い
て
は
議
論
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、「
昔
の
男
」
を
賈
島
と
す
る
注
釈
に
つ
い
て
も
、
再
検
討
の
必
要
が
あ

る
。

三

　

高
麗
使
・
賈
島
「
過
海
聯
句
」
説
話
は
、
唐
代
に
民
間
で
広
範
囲
に
流
行
し
て
い
た
五
言
絶
句
の
う
ち
、
前
半
を
高
麗
使
の
作
に
、
後
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半
を
賈
島
の
作
に
偽
託
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
偽
託
に
せ
よ
、
高
麗
使
・
賈
島
「
過
海
聯
句
」
説
話
が
、
紀
貫
之
の
時

代
（
九
世
紀
後
半
～
一
○
世
紀
前
半
）
に
す
で
に
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
な
ら
ば
、「
昔
の
男
」
は
賈
島
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
説
話
が
貫
之
の
時
代
に
す
で
に
作
ら
れ
て
い
て
、
し
か
も
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
陳
尚
君
「
長
沙
窯
唐
詩
書
後
」

は
、
こ
の
「
聯
句
」
説
話
は
宋
人
が
賈
島
に
偽
託
し
て
作
っ
た
も
の
と
断
定
し
て
い
る（

（1
（

。
宋
は
九
六
〇
年
の
建
国
、
す
な
わ
ち
一
○
世
紀

後
半
で
あ
り
、
こ
の
説
話
が
生
成
し
て
か
ら
日
本
に
伝
来
す
る
ま
で
に
は
さ
ら
に
時
間
が
か
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
こ
の
高
麗
使
・
賈
島
「
過
海
聯
句
」
説
話
は
い
っ
た
い
い
つ
生
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
賈
島
の
後
世
に
お
け
る
評

価
の
高
ま
り
と
関
係
す
る
。
賈
島
は
若
い
頃
、
出
家
し
て
僧
と
な
る
が
、
張
籍
・
韓
愈
の
知
遇
を
得
て
科
挙
に
応
じ
は
じ
め
る
。
元
和
五

年
（
八
〇
九
）、
三
十
一
歳
の
と
き
、
進
士
科
を
受
け
る
た
め
都
長
安
に
上
る
が
翌
年
落
第
、
元
和
六
年
に
は
韓
愈
に
従
っ
て
再
度
上
京

し
、
青
龍
寺
に
居
し
た
。
こ
の
後
、
元
和
年
間
は
一
貫
し
て
長
安
に
居
住
し
、
長
慶
二
年
（
八
二
二
）、
四
十
四
歳
の
と
き
進
士
科
を
受
験

す
る
も
の
の
、
作
る
詩
が
貴
顕
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
普
段
か
ら
貴
顕
か
ら
恨
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
時
も
「
僻
澁
之
才
」（
苦
渋

に
満
ち
て
い
て
し
か
も
ひ
ね
く
れ
て
い
る
。『
北
夢
瑣
言
』
六
十
四
の
こ
と
ば
）
ゆ
え
に
ま
た
も
退
け
ら
れ
る
。
開
成
二
年
（
八
三
七
）
に

遂
州
長
江
縣
の
主
簿
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
た
め
の
処
罰
的
措
置
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
地
方
の
微
官
に
任

ぜ
ら
れ
、
會
昌
三
年
（
八
四
三
）
六
十
五
歳
で
没
し
た
。
こ
の
よ
う
に
賈
島
は
不
遇
の
人
生
を
送
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、
墓
誌
銘
に
「
孤

絶
之
句
、
記
在
人
口
」（
卓
越
し
た
詩
句
は
、
多
く
の
人
々
に
記
憶
さ
れ
口
ず
さ
ま
れ
て
い
る（

（1
（

）
と
あ
る
と
お
り
、
そ
の
文
学
は
生
前
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
現
は
墓
誌
銘
で
あ
る
ゆ
え
の
褒
辞
で
あ
り
、
い
さ
さ
か
割
り
引
い
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
は
、
賈
島
の
詩
名
は
彼
の
死
後
、
す
な
わ
ち
晩
唐
期
（
九
世
紀
後
半
～
十
世
紀
前
半
）
に
な
っ
て
非
常
な
高

ま
り
を
見
せ
る
。
李
知
文
「
論
賈
島
在
唐
詩
發
展
史
的
地
位（

（1
（

」
に
拠
る
と
、
賈
島
は
晩
唐
詩
人
に
よ
っ
て
崇
敬
さ
れ
、
そ
れ
は
盛
唐
の
杜
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甫
・
李
白
、
中
唐
の
白
居
易
・
韓
愈
に
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
で
あ
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
晩
唐
期
、
杜
甫
を
追
慕

し
杜
詩
に
唱
和
す
る
詩
は
六
首
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
賈
島
は
三
十
八
首
の
多
き
に
至
っ
た
。
ま
た
、〔
元
〕
辛
文
房
『
唐
才
子
傳
』
巻
七

に
は
、
以
下
の
よ
う
な
逸
話
が
収
め
ら
れ
る
。

　

李
洞
、
字
才
江
、
雍
州
人
、
諸
王
之
孫
也
。
家
貧
、
吟
極
苦
至
廢
寝
食
。
酷
慕
賈
長
江
、
遂
銅
鑄
島
像
、
戴
之
巾
中
、
常
持
數
珠

念
賈
島
佛
一
日
千
遍
。
人
有
喜
島
詩
者
、
洞
必
手
録
島
詩
贈
之
丁
寜
再
四
、
曰
、「
此
無
異
佛
經
、
歸
焚
香
拜
之
。」
其
仰
慕
一
何
如

是
之
切
也
。」（
以
下
省
略（

（1
（

）

李
洞
（
？
～
八
九
七
？
）、
字
は
才
江
、
雍
州
の
人
で
、
唐
の
宗
室
の
後
裔
で
あ
っ
た
。
家
は
貧
し
く
苦
吟
を
極
め
て
寝
食
を
廃
す
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
賈
島
を
酷
愛
し
、
賈
島
の
銅
像
を
鋳
造
し
て
頭
巾
を
か
ぶ
せ
、
い
つ
も
数
珠
を
持
っ
て
賈
島
仏
の
像
の
前
で
一
日
千
遍
（
賈

島
の
詩
を
）
唱
え
た
。
賈
島
の
詩
を
好
む
者
が
い
た
ら
、
李
洞
は
必
ず
何
回
も
丁
寧
に
賈
島
の
詩
を
筆
録
し
て
そ
の
人
に
贈
り
、「
こ
れ
は

仏
教
の
経
典
に
異
な
ら
な
い
。
お
香
を
焚
い
て
拝
み
な
さ
い
」
と
言
い
添
え
た
。
そ
の
敬
慕
の
さ
ま
は
な
ん
と
も
こ
の
よ
う
に
ま
で
切
実

で
あ
っ
た
。
―
こ
の
逸
話
の
真
偽
に
つ
い
て
は
疑
わ
し
い
点
も
あ
る
が
、
晩
唐
詩
人
の
賈
島
崇
敬
を
象
徴
し
て
い
よ
う
。

　

右
以
外
に
も
、
賈
島
に
は
そ
の
「
苦
吟
」
に
ま
つ
わ
る
も
の
、
そ
の
卓
越
し
た
詩
才
を
示
す
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
逸
話
が
作
ら
れ

る
。「
推
敲
」
な
ど
は
、
賈
島
の
「
苦
吟
」
を
象
徴
し
、
し
か
も
韓
愈
と
の
出
会
い
を
記
す
、
最
も
人
口
に
膾
炙
し
た
故
事
で
あ
る
も
の

の
、
こ
れ
は
事
実
で
は
な
く
後
人
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
「
説
話
」（
民
間
に
伝
わ
る
話
）
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
「
推
敲
」
故
事
を
記
載

す
る
の
が
〔
後
蜀
〕
何
光
遠
（
九
三
六
年
ご
ろ
在
世
）『
鑒
戒
錄
』
巻
八
「
賈
忤
旨（

（2
（

」
で
あ
る
こ
と
に
は
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。
さ
ら
に
、〔
宋
〕
計
有
功
『
唐
詩
紀
事
』
巻
四
十
「
賈
島
」
に
載
せ
る
逸
話
は
、
賈
島
の
詩
才
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

島
爲
僧
時
、
洛
陽
令
不
許
僧
午
後
出
寺
。
賈
有
詩
云
「
不
如
牛
與
羊
、
猶
得
日
暮
歸
。」
韓
愈
惜
其
才
、
俾
反
俗
應
舉
、
貽
其
詩

云
、「
孟
郊
死
𦵏
北
邙
山
、
日
月
星
辰
頓
覺
閑
。
天
恐
文
章
中
斷
絶
、
再
生
賈
島
在
人
間
。」
由
是
振
名
。
或
曰
非
退
之
詩（

（2
（

。

賈
島
が
僧
侶
で
あ
っ
た
時
、
洛
陽
令
は
僧
侶
が
午
後
に
寺
を
出
る
の
を
許
さ
な
か
っ
た
。
賈
島
は
詩
を
作
り
そ
の
詩
に
曰
く
、「
牛
と
羊
と

の
、
猶
ほ
日
暮
れ
て
帰
る
を
得
た
る
に
如
か
ず
。」
韓
愈
は
そ
の
才
を
惜
し
み
、
還
俗
さ
せ
て
科
挙
に
応
じ
さ
せ
、
詩
を
贈
っ
た
。
そ
の
詩

に
曰
く
、「
孟
郊
死
し
て
北
邙
山
に
𦵏
ら
れ
、
日
月
星
辰 

頓
に
閑
か
な
る
を
覺
ゆ
。
天
は
文
章
半
ば
に
し
て
斷
絶
せ
る
を
恐
れ
、
再
び
賈

島
を
生
じ
て
人
間
に
在
ら
し
む
。」
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
賈
島
の
詩
名
は
広
く
と
ど
ろ
い
た
。（「
或
曰
非
退
之
詩
」
六
文
字
は
『
唐
詩
紀

事
』
の
校
記
で
あ
り
、「
孟
郊
死
𦵏
北
邙
山
」
詩
が
韓
愈
の
作
で
は
な
い
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
）
―
こ
の
逸
話
は
賈
島
の
詩
才
を
示

し
、
し
か
も
そ
れ
が
韓
愈
の
賞
賛
を
受
け
還
俗
す
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
逸
話
は
内
容
が
あ
ま
り
に
も
荒
唐
無
稽

で
あ
り
事
実
と
は
認
め
ら
れ
ず
、「
不
如
牛
與
羊
、
猶
得
日
暮
歸
」
の
一
聯
も
賈
島
の
作
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

高
麗
使
・
賈
島
「
過
海
聯
句
」
説
話
は
、『
唐
詩
紀
事
』
所
掲
の
「「
不
如
牛
與
羊
」
説
話
と
同
じ
状
況
下
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
晩
唐
期
、
ま
ず
文
人
階
層
に
お
い
て
賈
島
崇
拝
の
傾
向
が
高
ま
っ
た
あ
と
、
そ
の
傾
向
が
通
俗
文
学
受
容
層
に
ま
で
波
及
し
、

「
苦
吟
の
詩
僧
」
賈
島
の
イ
メ
ー
ジ
が
極
端
に
増
幅
さ
れ
た
結
果
、
こ
れ
ら
荒
唐
無
稽
で
伝
奇
性
の
強
い
賈
島
説
話
が
生
成
し
た
と
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
期
は
ど
ん
な
に
早
く
見
積
も
っ
て
も
晩
唐
期
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
五
代
（
十
世
紀
）
以
降
の
こ
と
と
推
測
す
る
。

特
に
、「
過
海
聯
句
」
説
話
は
、
た
と
え
唐
代
に
生
成
し
た
と
仮
定
す
る
に
し
て
も
晩
唐
期
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
ず
、
文
中
に
「
高
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麗
使
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
説
話
が
現
在
の
か
た
ち
で
筆
録
さ
れ
た
の
は
朝
鮮
半
島
に
高
麗
が
成
立
し
た
十
世
紀
以
降
と
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
賈
島
の
詩
名
は
十
世
紀
の
日
本
に
す
で
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
大
江
維
時
（
八
八
八
～
九
六
三
）『
千
載
佳
句
』
に
は
賈

島
に
関
連
す
る
詩
句
が
三
聯
収
め
ら
れ
る
。

「
雪
」

莫
是
上
天
宮
裏
唱　

歌
聲
飄
下
玉
梁
塵　

賈
島
「
驚
雪（

（2
（

」

「
才
子
」

天
恐
文
章
中
斷
絶　

再
生
賈
島
在
人
間　

韓
愈
「
薦
賈
島
」

「
行
旅
」

峯
懸
驛
路
殘
雪
斷　

海
浸
城
根
老
樹
秋　

賈
島
「
上
韓
湖
州（

（2
（

」

右
の
『
千
載
佳
句
』
本
文
は
、
金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集 

句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
究
篇　

増
補
版
』（
培
風
館
、
一

九
五
五
年
）
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
千
載
佳
句
』
は
十
世
紀
半
ば
ご
ろ
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

の
で
、
時
代
は
貫
之
『
土

佐
日
記
』
の
す
ぐ
あ
と
で
あ
る
。
賈
島
の
詩
は
十
世
紀
前
半
に
は
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
晩
唐
期
の
賈
島
詩
評
価
の

高
ま
り
が
影
響
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
賈
島
の
詩
が
十
世
紀
前
半
に
す
で
に
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
な
ら
ば
、
高
麗
使
・
賈
島

「
過
海
聯
句
」
も
日
本
に
伝
来
し
て
い
て
貫
之
は
そ
れ
を
目
に
し
て
い
た
と
の
推
測
も
生
ま
れ
る
が
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
。
こ
の
問
題
を
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考
察
す
る
上
で
ま
ず
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、『
千
載
佳
句
』
の
韓
愈
「
薦
賈
島
」
詩
で
あ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
千
載
佳
句（

（2
（

』

は
鎌
倉
時
代
の
写
本
で
あ
り
、
現
存
す
る
『
千
載
佳
句
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
に
属
す
る
。
こ
こ
で
は
「
薦
賈
島
」
詩

の
作
者
が
「
白
」、
す
な
わ
ち
白
居
易
と
な
っ
て
お
り
、
韓
愈
の
作
と
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
詩
は
、
早
く
は
、
晩
唐
の
韋
莊
（
八

三
六
～
九
一
〇
）
が
編
ん
だ
『
又
玄
集（

（2
（

』
に
韓
愈
「
贈
賈
島
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
前
に
掲
げ
た
『
唐
詩
紀
事
』
の
校
語
が
示

す
よ
う
に
、
偽
作
の
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
中
国
で
晩
唐
期
の
賈
島
詩
評
価
の
高
ま
り
を
受
け
て
ま
ず
こ
の
詩
が
作
ら
れ
、
そ

の
後
、
韓
愈
の
名
が
仮
託
さ
れ
た
う
え
で
『
唐
詩
紀
事
』
所
掲
の
「
不
如
牛
與
羊
」
説
話
の
後
半
部
分
を
構
成
す
る
か
た
ち
で
追
加
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
詩
は
お
そ
ら
く
作
者
名
が
記
さ
れ
ぬ
ま
ま
日
本
に
伝
来
し
、
日
本
で
は
ま
ず
平
安
期
日
本
で
圧
倒
的
地
位
に
あ
っ

た
「
白
」
の
名
が
追
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
推
敲
」
故
事
に
せ
よ
、「
不
如
牛
與
羊
」
説
話
に
せ
よ
、
韓
愈
に
よ
っ
て
賈
島
が
見
い
だ

さ
れ
た
と
い
う
こ
れ
ら
の
逸
話
は
、
晩
唐
期
の
賈
島
詩
評
価
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
そ
の
後
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、『
千
載

佳
句
』
古
抄
本
に
「
薦
賈
島
」
詩
が
韓
愈
の
作
と
記
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、『
千
載
佳
句
』
が
編
ま
れ
た
時
代
に
「
不
如
牛
與
羊
」
説
話
も

ま
た
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
江
維
時
が
見
た
テ
キ
ス
ト
は
、『
唐
詩
紀
事
』
の
よ
う
に
韓
愈
が
賈
島
の
詩
才
に

驚
嘆
し
賈
島
に
詩
贈
っ
た
と
い
う
か
た
ち
で
は
筆
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
さ
ら
に
演
繹
的
さ
せ
る
と
、
高
麗
使
・

賈
島
「
過
海
聯
句
」
説
話
も
ま
た
貫
之
『
土
佐
日
記
』
の
時
代
に
日
本
に
伝
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

　

こ
の
推
論
は
、『
土
佐
日
記
』
で
は
「
棹
は
穿
つ
波
の
上
の
月
を
」
で
あ
っ
た
こ
と
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
そ
の
蓋
然
性
は
よ
り
高
く
な

る
。
第
（
二
）
節
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
長
沙
窯
出
土
の
磁
器
唐
詩
で
は
「
棹
穿
波
上
月
」
と
「
棹
穿
波
裏
（
底
）
月
」
の
二
系
統
の
テ

キ
ス
ト
が
あ
っ
た
。『
土
佐
日
記
』
で
は
「
波
の
上
」
と
あ
る
以
上
、
貫
之
は
前
者
の
テ
キ
ス
ト
を
目
に
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ

れ
と
は
別
に
、
高
麗
使
・
賈
島
「
過
海
聯
句
」
説
話
が
生
成
す
る
過
程
で
後
者
の
テ
キ
ス
ト
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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貫
之
が
目
に
し
て
い
た
の
は
、
高
麗
使
・
賈
島
「
過
海
聯
句
」
で
は
な
く
、
唐
代
、
磁
器
に
書
写
さ
れ
商
品
と
し
て
流
通
す
る
ほ
ど
民
間

で
広
範
に
流
行
し
た
、
詠
み
人
知
ら
ず
の
五
言
絶
句
で
あ
ろ
う
。

四

　

宋
代
の
類
書
『
分
門
古
今
𩔖
事
』
卷
十
五
「
祥
兆
門
」
は
「
天
聖
髙
第
」
と
い
う
標
題
で
以
下
の
逸
話
を
収
め
る
。

　

天
聖
五
年
春
、
有
二
舉
人
閒
行
、
建
隆
觀
中
相
與
語
曰
、「
今
歲
髙
第
是
何
人
。」
有
二
道
士
棊
於
廡
下
、
白
髭
者
曰
、「
不
難
知

之
。」
二
生
曰
、「
師
豈
有
異
乎
。」
曰
、「
無
之
。『
棹
穿
波
底
月
、
寒
壓
水
中
天
』、
不
離
乎
此
也
。」
其
年
牓
首
王
堯
臣
、
小
名
越

哥
。
次
韓
琦
、
次
趙
槩
。
月
與
越
同
、
寒
與
韓
同
、
天
水
則
趙
氏
郡
號
也
。
再
尋
道
士
、
不
復
見
矣
。『
幕
府
燕
閒
録
』。（

（2
（

―
北
宋
の
天
聖
五
年
（
一
〇
二
七
）
春
、
二
人
の
挙
人
が
散
歩
の
途
中
、
建
隆
觀
で
語
ら
っ
た
。「
今
年
は
誰
が
科
挙
第
一
位
で
合
格
す

る
だ
ろ
う
か
。」
建
隆
觀
で
は
庇
の
も
と
に
二
人
の
道
士
が
碁
を
打
っ
て
い
た
。
白
髭
の
方
が
言
っ
た
。「
そ
れ
を
知
る
の
は
た
や
す
い
。」

挙
人
が
言
っ
た
。「
師
は
な
ん
と
常
人
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
よ
。」
白
髭
の
道
士
が
言
っ
た
。「
私
は
何
も
常
人
と
異
な
る
こ
と
は
な

い
。『
棹
は
穿
つ 

波
の
底
の
月
を
、
寒
は
壓
ふ 

水
の
中
の
天
を
』、
こ
れ
に
違
う
こ
と
は
な
い
。」
そ
の
時
の
科
挙
第
一
位
は
王
堯
臣
で
、

小
名
を
越
哥
と
言
っ
た
。
第
二
位
は
韓
琦
、
第
三
位
は
趙
槩
で
あ
っ
た
。「
月
」
は
「
越
」
と
同
音
で
、「
寒
」
は
「
韓
」
と
同
音
、「
天

水
」
は
趙
槩
の
郡
号
で
あ
る
。
再
び
道
士
を
訪
ね
た
が
、
二
度
と
現
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。（『
幕
府
燕
閒
録
』
に
よ
る
。）
―
こ
の
説

話
で
は
、「
棹
穿
波
底
月
、
船
壓
水
中
天
」
の
「
船
」
が
「
寒
」
に
入
れ
替
え
ら
れ
、（
姓
が
「
寒
」
と
同
音
の
）
韓0

琦
は
科
挙
の
試
験
で
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趙
槩
（
天
水
）
を
圧
倒
す
る
こ
と
を
予
言
す
る
讖
言
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
海
鳥
浮
還
没
」
詩
が
高
麗
使
・
賈
島
「
過
海

聯
句
」
説
話
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
と
全
く
同
じ
構
造
で
あ
る
。
特
に
、「
過
海
聯
句
」
説
話
に
お
い
て
は
、「
海
鳥
浮
還
没
」
詩
の
前
半

を
高
麗
使
が
作
り
そ
れ
に
続
け
て
賈
島
が
「
棹
穿
波
底
月
、
船
壓
水
中
天
」
と
続
け
、
詩
の
巧
み
さ
で
高
麗
使
を
圧
倒
し
た
と
あ
る
。
確

か
に
こ
の
一
聯
は
「
棹
が
波
間
に
動
く
月
を
突
き
刺
し
、
船
が
海
面
に
映
る
夜
空
を
覆
う
」
と
い
う
機
知
に
富
ん
だ
表
現
に
成
功
し
て
い

て
、
作
者
を
「
苦
吟
の
詩
僧
」
賈
島
に
仮
託
し
よ
う
と
す
る
の
も
十
分
理
解
で
き
る
。
こ
の
一
聯
は
唐
宋
期
、「
佳
句
」
と
し
て
の
地
位
を

獲
得
し
広
範
に
口
誦
・
筆
写
さ
れ
、
そ
の
流
伝
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
小
説
・
筆
記
資
料
に
出
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
棹
穿
波
底
月
、
船
壓
水
中
天
」
は
『
水
滸
傳
』
に
も
出
現
す
る
。
第
六
十
一
回
で
は
、
盧
俊
儀
が
呉
用
の
策
略
に
よ
っ
て
梁
山
泊
ま
で

お
び
き
出
さ
れ
、
宋
江
た
ち
か
ら
梁
山
泊
入
り
を
強
要
さ
れ
る
。
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
盧
俊
儀
の
前
に
、
一
人
の
漁
師
（
実
は
李
俊

の
扮
装
）
が
舟
を
こ
い
で
近
づ
い
て
く
る
。

盧
俊
義
看
見
、
仰
天
長
嘆
道
、「
是
我
不
聽
好
人
言
、
今
日
果
有
悽
惶
事
。」
正
煩
惱
間
、
只
見
蘆
葦
裡
面
一
個
漁
人
、
搖
著
一
隻
小

船
出
來
。
正
是
、（
盧
俊
義
、
そ
れ
を
見
て
、
天
を
仰
い
で
た
め
い
き
を
つ
き
、「
よ
い
人
の
こ
と
ば
を
聞
か
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、

き
ょ
う
は
や
っ
ぱ
り
う
ろ
た
え
ご
と
に
出
あ
っ
た
。」
と
思
あ
ぐ
ね
て
い
る
折
し
も
、
蘆
の
な
か
か
ら
一
人
の
漁
師
、
一
そ
う
の
小
船

を
こ
ぎ
な
が
ら
出
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
ぞ
、）

生
涯
臨
野
渡　
　

生
涯 

野
の
渡
し
に
臨
み

茅
屋
隱
晴
川　
　

茅か
や

の
屋い

え

は
晴
れ
た
る
川
べ
に
隱か

す

か
な
り

沽
酒
渾
家
樂　
　

酒
を
沽か

い
て
漁
家
は
樂
し
み



三
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看
山
滿
意
眠　
　

山
を
看
て
意
を
滿た
ら

わ
し
て
眠
る

棹
穿
波
底
月　
　

棹
は
波
の
底
の
月
を
穿
ち

船
壓
水
中
天　
　

船
は
水
の
中
の
天
を
壓あ

つ

す

驚
起
閒
鷗
鷺　
　

閒し
ず

か
な
る
鷗か

も
めと

鷺さ
ぎ

と
を
驚
き
起た

た
し
め
て

沖
開
柳
岸
煙　
　

柳
の
岸
の
煙も

や

を
沖つ

き
開
く

那
漁
人
倚
定
小
船
叫
道
、「
客
官
好
大
膽
。
這
是
梁
山
泊
出
沒
的
去
處
、
半
夜
三
更
、
怎
地
來
到
這
裡
。」（
か
の
漁
師
、
小
船
を
止
め

る
と
、
大
声
で
、「
旅
の
人
、
よ
く
も
大
胆
な
。
こ
こ
は
梁
山
泊
が
出
没
す
る
場
所
だ
よ
。
こ
の
夜
更
け
に
、
ど
う
し
て
着
い
た
の
か

ね
。」）（

（2
（

漁
師
が
舟
を
漕
い
で
梁
山
泊
に
出
没
す
る
さ
ま
を
詠
う
、
こ
の
五
言
律
詩
の
頷
聯
に
は
、「
棹
穿
波
底
月
、
船
壓
水
中
天
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
「
波
上
」
で
は
な
く
「
波
底
」
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。『
水
滸
伝
』
の
用
例
か
ら
、
長
い
期
間
の
口
誦
と

伝
写
の
過
程
で
、「
上
」
よ
り
も
口
語
の
要
素
が
強
い
「
波
底
」
の
方
が
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
主
流
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

唐
代
、
民
間
で
広
く
流
通
し
た
「
海
鳥
浮
還
没
」
詩
は
、
特
に
後
半
の
「
棹
穿
波
上
（
底
）
月
、
船
壓
水
中
天
」
が
佳
句
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
日
本
の
紀
貫
之
『
土
佐
日
記
』
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
、
中
国
で
は
晩
唐
以
降
、
賈
島
評
価
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
過
海
聯
句
」

賈
島
の
作
と
し
て
偽
託
さ
れ
、
ま
た
宋
代
に
は
、
科
挙
及
第
者
を
予
言
す
る
讖
言
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
は
白
話
系
通
俗
小
説
『
水

滸
傳
』
に
ま
で
出
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
小
論
を
、
白
話
系
文
学
の
研
究
に
潜
心
さ
れ
た

井
上
泰
山
先
生
に
捧
げ
る
。

注

（
1
）	

『
土
佐
日
記
』
本
文
の
表
記
は
、
新
・
日
本
古
典
文
学
大
系
『
土
佐
日
記
』（
長
谷
川
政
春
校
注
、
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
2
）	

『
土
佐
日
記
古
註
釈
大
成
』
所
収
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
九
年
。

（
3
）	

『
定
家
本
土
佐
日
記
』、
尊
経
閣
叢
刊
、
育
徳
財
団
、
一
九
二
八
年
。

（
4
）	

池
田
龜
鑑
『
古
典
の
批
判
的
處
置
に
關
す
る
研
究
』
第
三
部
「
資
料
・
年
表
・
索
引
」、
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
。

（
5
）	

賈
島
の
生
没
年
と
伝
記
に
つ
い
て
は
、
黃
鵬
箋
注
『
賈
島
詩
集
箋
注
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
二
年
）
の
「
賈
島
年
譜
」
に
従
う
。

（
6
）	

『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
の
本
文
は
、
呉
文
治
主
編
『
宋
詩
話
全
編
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
に
従
う
。
同
書
第
四
巻
三
六
四
五
頁
。

（
7
）	

黃
鵬
箋
注
『
賈
島
詩
集
箋
注
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
二
）
所
引
。

（
8
）	

陳
玨
主
編
『
唐
代
文
史
的
新
視
野
―
以
物
質
文
化
為
主
』（
聯
經
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
所
収
。

（
9
）	

角
川
書
店
、
一
九
六
七
年
。

（
10
）	

注
（
8
）
所
掲
の
陳
尚
君
「
從
長
沙
窯
瓷
器
題
詩
看
唐
詩
在
唐
代
下
層
社
會
的
流
行
」
に
よ
る
。

（
11
）	

紫
禁
城
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。
ま
た
、
こ
の
「
釉
下
褐
彩
『
海
鳥
浮
還
没
』
詩
文
壺
」
は
李
輝
柄
〔
主
編
〕『
長
沙
窯
』（
全
三
冊
、
湖
南
美

術
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
12
）	

朱
金
城
箋
校
『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
十
七
「
律
詩
」、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。
朱
金
城
は
こ
の
詩
を
元
和
十
二
（
八
一
七
）
年
、

江
州
で
の
作
と
す
る
。

（
13
）	

『
長
沙
窯
』
で
は
「
川
」
字
を
「
以
」
と
釈
読
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
徐
俊
「
唐
五
代
長
沙
窯
瓷
器
題
詩
校
證
─
以
敦
煌
吐
魯
番
寫
本
詩
歌

參
校
」
が
「『
以
』
實
作
『
川
』、
爲
『
穿
』
字
音
近
訛
字
」
と
指
摘
す
る
の
に
従
う
。

（
14
）	

士
禮
居
叢
書
景
宋
刊
本
『
宣
和
遺
事
』
前
集
に
「
宋
江
讀
了
、
口
中
不
説
、
心
下
思
量
、
這
四
句
分
明
是
説
了
我
裏0

姓
名
。」
と
あ
る
。

（
15
）	

徐
俊
『
鳴
沙
習
学
集　

敦
煌
吐
魯
番
文
学
文
献
叢
考
』
上
冊
所
収
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
。
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（
16
）	

陳
尚
君
『
漢
唐
文
學
與
文
獻
論
考
』
所
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。

（
17
）	

蘇
絳
「
唐
故
司
倉
參
軍
賈
公
墓
銘
」、『
賈
島
詩
集
箋
注
』
所
収
、
注
（
7
）
参
照
。

（
18
）	
『
文
學
遺
產
』
一
九
八
九
年
第
五
期
所
収
。

（
19
）	
周
紹
良
箋
證
『
唐
才
子
傳
箋
證
』、
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
。

（
20
）	

清
知
不
足
齋
叢
書
本
。

（
21
）	

王
仲
鏞
著
『
唐
詩
紀
事
校
箋
』、
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
九
年
。
な
お
、「
或
曰
非
退
之
詩
」
と
あ
る
の
は
『
唐
詩
紀
事
』
の
校
記
で
あ
り
、
南

宋
・
嘉
定
甲
申
（
一
二
二
四
）
に
同
書
を
刊
刻
し
た
王
禧
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
22
）	

こ
の
詩
句
は
、
賈
島
の
詩
集
『
唐
賈
浪
仙
長
江
集
』（
四
部
叢
書
所
収
明
翻
宋
本
）
に
は
収
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
中
国
の
地
で
は
失
わ
れ
た

賈
島
の
逸
詩
と
考
え
ら
れ
る
。
の
ち
、
市
河
寛
齊
『
全
唐
詩
逸
』
に
収
録
さ
れ
た
。

（
23
）	

こ
の
詩
句
は
、『
唐
賈
浪
仙
長
江
集
』
巻
九
に
七
言
律
詩
「
寄
韓
潮
州
愈
」
の
尾
聯
と
し
て
収
め
ら
れ
る
。

（
24
）	

藤
原
克
己
『
菅
原
道
真
と
平
安
朝
漢
文
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。

（
25
）	

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
貴
重
典
籍
叢
書
・
文
学
篇
』
第
二
十
一
巻
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。

（
26
）	

傅
璇
琮
編
撰
『
唐
人
選
唐
詩
新
編
』
所
収
、
陝
西
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

（
27
）	

十
萬
卷
樓
叢
書
本
。

（
28
）	

日
本
語
訳
は
、
清
水
茂
訳
『
水
滸
伝
』
第
九
冊
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
る
。




